








 

本研究員は,発達,臨床心理学の立場から児童福祉分野において,児童福祉施設処遇および

情緒障害等の発達環境問題を中心に実践的なかかわりを続けてきた。特に中心的な課題と

してきたのは，情緒障害的な状態の中で問題行動を多発させていく自閉症児たちの情緒的

発達の問題であった。そして,認知的な力を制限され,状況がわかりにくく不安な心理状態

におかれており,ごく単純な要求でさえも人に正しく伝えることができず不満足の極みに

あるこれら自閉症児の孤独な世界を知るに至ったのである。 

 本研究のために私たちは先ずこれまでの小児慢性疾患児に関する精神的問題をとらえた

先発研究を調べ,かつ数ヶ所の病院において調査を行った。 

 この調査研究において私たちは,長期治療を続ける慢性疾患児の行動からその心理状態

が,自閉症児のかかえる,不安で不満足な心理状態と類似したものではないかと考えるよう

になった。意欲の低下の様子,対人的な拒否の様子から類推したものである。そうであるな

らば私たちが自閉症児との治療的かかわりの中から発見してきた,「人間関係による自我発

達の援助」という方法が,慢性疾患児との人間関係育成の中でも効果的に活用されうるので

はないかと考えたのである。私たちはこの方法を「受容的交流療法」と呼び,他の多くの心

理療法が内包している人間関係の効用を特に強調し,その関係における自発性の育成に力

点を置いて主張しているものである。慢性疾患児への治療は医療的観点からなされること

が多いが精神的発達の阻害も重要な治療の課題であり，この点を無視しては，子どもへの

福祉は成立しえないと考えるものである。 


